
第３０回

講師・内容説明会
～Withコロナ時代の公務員に必要な“力”とは～

参加費

無料

コロナ禍による社会環境の変化により、地方自治体の行政運営および職場の変化が著しくなってい

ます。そのような状況のなか、変化に柔軟に対応でき、かつ高度な行政サービスを提供するため、各

職員の能力をさらに早期に高めていく必要があります。

そこで今回は、Withコロナ時代という前代未聞の時代に公務員として必要な考え方・ノウハウを習

得することにフォーカスした研修について、実際に参加者の皆様にも研修を体験していただきながら、

研修内容と進め方をご紹介します。

ぜひこの機会に、本会講師陣の指導内容と熱意を直に感じていただき、職員研修企画のご参考にし

ていただけましたら幸いです。ご多忙の折とは存じますが、関係各位多数のご参加をおすすめいたし

ます。

令和4年２月24日（木）

ご担当者様へご回覧ください

研修ご担当者様 DX推進ご担当者・行政改革担当者さま 宛

オンライン開催

10：00-17：00

セミナーの内容は裏面へ→

一般社団法人 日本経営協会
行政イノベーションユニット 本部事務局 公務協力グループ 担当：高橋

↑申込フォームQRコード

お問い合わせ先

（9：40～受付開始）

実施方法

対 象

定 員

申込方法

Zoomによるオンライン形式 ※出入り自由です。

・地方自治体・行政機関および関連団体の研修ご担当者

・DX推進ご担当者、行政改革ご担当者などDXに携わる地方自治体・関連団体の方

※自治体職員もしくは関連団体職員の方限定とさせていただきます。

限定 80名 （1団体2アカウントまでとさせていただきます）

下記URL もしくは 右のQRコードからお申込みください。

ご参加にあたって

主 催

T E L ： 03-3403-1847 Email：t-komu@noma.or.jp

＜申込締め切り＞ 2022年 2月18日（金）

当日はカメラとマイクをご準備ください。

https://forms.office.com/r/5HRizYZVss

https://forms.office.com/r/5HRizYZVss


9：50～10：00 開会挨拶・事務連絡

地域ブランディングや職員採用など、自治体間の競争の激化が著
しい昨今、自分たちの「見せ方」のスキルを自治体職員も身につけ
る必要があります。本研修では、自治体職員が直面する様々な
シーンを例に「好印象を与える」服装のポイントをお伝えします。

16：50～17：00 閉会挨拶・事務連絡

東
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10：00～10：50

大
阪
配
信

東
京
配
信

「公務員のための「印象」マネジメント」

今井 和興 氏

１．誰も、自分の限界を知らない
２．突破力を支える
「選択肢の増やし方」「右脳左脳の活かし方」「再現性の高め方」
３．プランド・ハプンスタンス・アプローチのすすめ
「いままでも乗り越えてきた。これからも、乗り越えていく。」

一般社団法人 日本経営協会講師

11：00～11：50

「突破力を磨け！
～自分を客観視し、全ての経験を知力に変える～」

医療総合商社を退職後、業種業態の異なる企業の管理部門にて、研修・採
用・人事制度構築・経営企画立案の実務責任者を歴任。その後、コンサル
ティング会社でノウハウを修得後、人財コンサルタントとして独立。これま
での実務経験を活かし、公務・民間を問わず、各種制度導入コンサルタント・
研修講師として活躍中。年間の出講回数は180本を超え、リピート必須のコ
ンサルタント・研修講師である。

山崎 浩通 氏

近年脚光を浴びているEBPMにExcelを活用するノウハウを学んでいた
だきます。講師は、計量経済学を専攻して定年に至るまで様々な部署で人
間行動をデータ解析してきた異色の行政マン。行政経験に裏打ちされた実
践的解説で、分析リテラシー向上をサポートします。自らの手で相関・回帰
分析、各種検定等できるようになりたい職員におすすめの研修です。

13：00～13：50

「EBPMのためのExcelデータ分析」

金丸 治子 氏

１．ＳＤＧｓを理解する ２．自治体が取り組むＳＤＧｓ
①ＳＤＧｓの内容・目標 ①地方創生とＳＤＧｓ
②日本政府の取り組み ②推進組織・実行計画立案・連携先選定
③企業の取り組み ③周知、広報（関係先の巻き込み）
④ジャパンSDGsアワード ④住民と取り組む持続可能なまちづくり
⑤(参考)世界からみた評価 ⑤SDGs未来都市・広域連携ﾓﾃﾞﾙ事業

一般社団法人 日本経営協会講師

14：00～14：50

「地方創生とSDGｓ」

1978年(株)マイカル(現:イオン株)入社。
人事企画部マネジャー、ＣＳ推進部本部長を経て、イオンとの合併後長、ＣＳ
Ｒは、経営人材開発委員会事務局長、グループ環境・社会貢献部長、環境・社
会貢献担当役員付担当部長。ＳＤＧｓや脱炭素・生物多様性など、事業活動を
通じた社会課題解決に取り組む。世界の潮流を踏まえたグループ中長期目
標の策定・達成に尽力。環境省、経済産業省、東京都審議会等各委員を歴任。

（一社）Code for Japanが取り組んでいる自治体DXの取り組みについて、全国の事例を
交えてご紹介します。

Part1.

「地方自治体DX（仮）」

15：00～16：50

一般社団法人 日本経営協会講師

古橋 香織 氏

一般社団法人日本経営協会講師

元東京都職員。消費者行政や東京都議会での勤務を経験し、議員接遇等に
従事する傍ら、早稲田大学大学院に入学し、地方議会の研究を行う。都議
会での勤務や研究を通じて感じた議員と有権者のコミュニケーションの少
なさや、社会情勢に振り回されやすい公務員の自己肯定感を上げる方法
の一つの答えが「ファッション」であるということに気づき、2020年１月
に東京都庁を退職。イメージコンサルタントとして独立。

※各セッション出入り自由です。

※ご参加の際は、カメラとマイクのご準備をお願いいたします。

大学卒業後、群馬県に入庁。在職中に法学部卒業。人事委員会、人事課を
経て、情報政策課電子県庁係長に昇任。ＩＴ及び人事部門の経験から、庁
内業務集中化のプロジェクトリーダーに起用された。以降は、Excel等の
スキル向上のための集合型OJTを多数開催し、職員のスキルアップを
図った。30年以上の公務員経験を活かし、豊富な経験に基づいて分かり
やすく、かつ受講生の理解しやすい形で講義を進めていく。

Part２.

「自治体DXセッション（仮）」

自治体DXでお困りのこと、悩みごとをブレイクアウトセッションで共有し、課題化から解決策
に導くステップを体験します。

※詳細決定し次第、本会HPにて発表いたします。


